
実務教員（中教審グランドデザイン）の
「強調」に対する考え方（『ＩＤＥ現代の高等教育』 2019年4

月号 田中優子「グランドデザイン答申をどう読むか」より）

• 実務家教員という言葉が出現する前から、多くの私立大学では
数十年にわたって、企業や銀行や行政やマスコミ出身の方々を
専任教員としても、非常勤講師としても迎えている。

• 私立大学は、必要に応じてそのような多様な教員を集めてきた。
• 実務経験を有する者が大学教育に参画することは、現状で阻ま
れてはいない。新たなルールを作る必要はない。

• 講義やゼミを企画し実施するには、経験してきたことをデータ
に置き換え、あるいは歴史の中に位置付け、社会の中の客観的
事例として分析し、その意味を問い、論理的に語る必要がある。
そのためには、一定の研究経験や論理的に言語で構成する執筆
などの経験が不可欠

• 社会人の教育参画は意義あることだが、本人が研究経験や執筆
経験を積み、研究と教育の一体化の中に生きることなしに、大
学独自の教育に携わることは不可能であり、無理に推し進めれ
ば、当初の目的とは食い違って教育の質を落とすことになる。



就職・採用活動と「学修経験時間」の両立
（私大連『新たな時代の就職・採用のあり方と大学教
育』より）

• 生涯にわたって学び続けるには、「学修経験時
間」の確保が必須である。「就職・採用活動」
は、その時間の確保と両立できるものでなくて
はならない。

• 「学修経験時間」と「就職・採用活動」の両立
は、学生が自由な選択をすることができる仕組
みとして実現する必要がある。そのために、
「学修経験」を評価する方法を考えなくてはな
らない。



ダイバーシティへの対応と採用の透明化
（私大連『新たな時代の就職・採用のあり方と大学教
育』より）

ダイバーシティは日本の経済発展に
不可欠であり、大学と企業双方にお
いて必ず進めなければならない。企
業や諸組織には、建前上の平等では
なく、組織のダイバーシティ化に目
標を置いた上での、採用基準の具体
化、明確化、透明化を求めたい。



新卒一括採用と通年採用の併用・日本型雇用シス
テムの確立（私大連『新たな時代の就職・採用のあり
方と大学教育』より）

今後の就職・採用活動は、ゆるやかに通年採用が増
え、プロフェッショナルを志向する職務型業務での
採用が増えると推測される。一方で、ＡＩが飛躍的
進歩を遂げると、現在の日本組織が持つ職能型で多
様な経験を踏み、総合的能力を持つ人材が求められ
るようになるとの予測もある。若者の精神的成熟度
も二極化し、大学時代から特定能力や志向性が明確
にある層と、社会での経験を積みながら才能を開花
させてゆく層が存在する。組織力を持って成果をあ
げる日本型経営組織の強みをいかすならば、通年採
用と新卒一括採用を併用することによって、両方の
層をバランスよく採用・配置することが現実的であ
ろう。



長期インターンシップを活用した教育
と選考（私大連『新たな時代の就職・採用のあり方
と大学教育』より）

私立大学の多くは学生のキャリア形成に対する支
援に積極的であり、担当者も多く配置している。
私立大学が持つ学生支援サービスの文化や組織の
柔軟性を生かし、いちはやく専門人材体制を整備
し、学生・企業双方にとって有益なプログラムを
開発・運営することにより、質量ともに有益なイ
ンターンシップの展開が期待できるであろう。そ
の結果、海外のようにインターンシップを通し、
学生も企業も長期間全方位から吟味した上で、双
方合意すれば採用に至る仕組みは、有効な採用方
法となるものと思われる。





SDGｓと大学教育
（産業界と目標を共有する）
法政大学の事例
2014年：SGUに採択される「課題先進国日本か
らサステイナブル社会を構想するグローバル大
学の創成」
2014年：長期ビジョン「HOSEI2030」策定
2016年：大学憲章「自由を生き抜く実践知」
2016年：「ダイバーシティ宣言」
2018年：「SDGs への取り組みに関する総長ステ
イトメント」
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